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４
月
29
日
、
青
空
の
も
と
、
三
戸
町
・

南
部
町
を
会
場
に
連
合
観
閲
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
三
戸
中
央
病
院
周
辺
で

観
閲
を
受
け
た
徒
歩
部
隊
・
車
両
部
隊

は
、
鳴
り
響
く
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏
に
合

わ
せ
、
堂
々
た
る
分
列
行
進
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
南
部
町
す
み
や
の
河

川
公
園
で
は
、
式
典
や
玉
落
し
競
技
、
ポ

ン
プ
操
法
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
松
橋
良
則
町
長
が
観
閲

者
を
代
表
し
て
「
こ
れ
ま
で
先
人
達
が

築
き
上
げ
た
歴
史
と
伝
統
を
守
り
、
不

屈
の
消
防
精
神
で
、
郷
土
を
愛
し
、
地

域
住
民
と
歩
む
消
防
団
と
し
て
、
ま
す

ま
す
精
進
さ
れ
る
こ
と
を
望
み
ま
す
」

と
訓
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

田
子
町
消
防
団
に
お
け
る
消
防
功
労

表
彰
受
賞
者
は
６
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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はじめてのハッピーバースデイ
平成20年５月に生まれた満１歳のお友だちです。

●村井初
はづき

希 ちゃん
Ｈ20.5.28
（サンモール・女の子）
声がとても大きなはづ
きちゃん。拍手もバイ
バイも上手だね。ネネ
と仲良く遊んでね。

●岡田琉
る い

生 ちゃん
Ｈ20.5.26

（茂市・男の子）
やんちゃで元気いっぱ
いの琉生。お兄ちゃん
たちと早くキャッチボ
ールしようね♡

●新井田哩
り こ

来 ちゃん
Ｈ20.5.22

（向山・女の子）
笑顔のかわいいりこちゃ
ん。これからみんなと
いっぱい遊ぼうね。

●岡﨑紀
のりちか

親 ちゃん
Ｈ20.5.21

（風張・男の子）
かわいい笑顔どうもあ
りがとう !!　明るく元
気でたくましい男の子
になってね。

（写真上）田子町消防団による勇壮な分列行進
（写真下）玉落とし競技の様子

まとい振り披露 中継送水競技（田子町消防団第５分団）



2今月の話題
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

平
成
21
年
度
予
算
の
概
要

　

平
成
19
年
６
月
に
地
方
公
共

団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す

る
法
律
が
公
布
さ
れ
、
財
政
の

健
全
化
基
準
と
し
て
、
普
通
会

計
を
対
象
と
し
た
「
実
質
赤
字

比
率
」、
町
の
全
会
計
で
の
収

支
を
対
象
と
し
た
「
連
結
実
質

赤
字
比
率
」、
公
債
費
の
割
合

で
あ
る
「
実
質
公
債
費
比
率
」、

そ
し
て
将
来
負
担
す
べ
き
実
質

的
な
負
債
の
割
合
で
あ
る
「
将

来
負
担
比
率
」
の
４
つ
の
指
標

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
４

つ
の
指
標
の
う
ち
１
つ
で
も
法

律
で
定
め
る
基
準
を
超
え
た
場

合
に
は
、
自
ら
財
政
健
全
化
計

画
を
策
定
し
、
議
会
の
議
決
を

経
て
住
民
に
公
表
し
、
財
政
の

健
全
化
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
平
成
20
年
度
決

算
見
込
み
で
は
、
い
ず
れ
の
指

標
も
基
準
を
超
え
な
い
見
込
み

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
健
全
化

団
体
に
指
定
さ
れ
た
場
合
に
は

様
々
な
制
約
や
新
た
な
負
担
が

生
じ
ま
す
の
で
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
「
赤
字
を
出
さ
な
い
」

「
将
来
負
担
を
軽
減
す
る
」
こ

と
を
念
頭
に
お
き
編
成
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
総
額
は
34
億

４
０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
て
５
８
０
０
万

円
、
１
・
６
％
の
減
と
な
り
、

平
成
16
年
度
か
ら
６
年
続
け
て

の
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
に
お

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
他
８
会
計
で
総

額
27
億
５
８
０
３
万
円
、
対
前

年
度
比
１
０
９
５
万
円
、
０
・

４
％
の
減
と
な
り
、
企
業
会
計

（
水
道
事
業
）
で
は
、
上
水
道

水
源
の
紫
外
線
処
理
施
設
の
整

備
が
１
施
設
完
了
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
総
額
２
億
９
０
０

０
万
円
、
対
前
年
度
比
１
億
７

８
７
９
万
円
、
38
・
１
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
松
橋
町
長
の
施

政
方
針
の
中
か
ら
主
な
事
務
事

業
に
つ
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
基

本
目
標
に
沿
っ
て
ご
紹
介
し
ま

す
。
な
お
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
お
い
て
も
公
表
し
て
い
ま
す

の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧
く
だ
さ

い
。

平
成
21
年
度  

ま
ち
の
収
入
と
支
出

　

平
成
21
年
第
１
回
田
子
町
議
会
定
例
会
が
、
３
月
６
日
か
ら
13

日
ま
で
（
会
期
８
日
間
）
開
か
れ
、
平
成
21
年
度
予
算
案
な
ど
の

議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

●平成21年度各会計の予算額（単位：千円）

※△は「減」を示します。

前年度当初予算との比較
　　　　会計区分 本年度予算額

 増減額 増減率

一般会計 3,540,000 △58,000 △1.6%

特別会計 2,758,030 △10,950 △0.4%

　国民健康保険事業勘定 1,070,200 △9,980 △0.9%

　町立学校給食センター 31,400 △700 △2.2%

　老人保健 1,130 △85,750 △98.7%

　ケーブルテレビジョン
　及びタプコピアンプラザ 117,800 2,830 2.5%

　後期高齢者医療 67,400 780 1.2%

　介護保険事業勘定 824,700 59,840 7.8%

　介護サービス事業勘定 17,000 380 2.3%

　町立田子診療所及び
　介護老人保健施設事業 628,400 21,650 3.6%

企業会計 290,000 △178,790 △38.1%

　水道事業 290,000 △178,790 △38.1%

　　　　合　　計 6,588,030 △247,740 △3.6%

一般会計 35億4,000万円
特別会計・企業会計 30億4,803万円

◆スローガン
　緑の大地に協働と自立のまちをめざして
◇まちづくり基本目標
　①豊かな心と生きる力を育むまちへ
　②いきいきと健やかに暮らせるまちへ
　③活気と独創性にあふれる「田子」の産業をめざして
　④安全で快適な生活環境と豊かな自然を次世代へ
　⑤住民と行政で進める協働のまちへ

◆スローガン
　緑の大地に協働と自立のまちをめざして
◇まちづくり基本目標
　①豊かな心と生きる力を育むまちへ
　②いきいきと健やかに暮らせるまちへ
　③活気と独創性にあふれる「田子」の産業をめざして
　④安全で快適な生活環境と豊かな自然を次世代へ
　⑤住民と行政で進める協働のまちへ



　
3 今月の話題

①
豊
か
な
心
と
生
き
る

力
を
育
む
ま
ち
へ

中
高
一
貫
教
育
の
充
実

　

田
子
地
域
連
携
型
中
高
一
貫

教
育
に
つ
い
て
、
教
職
員
、
生

徒
間
の
一
層
の
連
携
策
を
講

じ
、
魅
力
あ
る
一
貫
教
育
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

上
郷
小
学
校
耐
震
診
断
事
業

　

子
ど
も
た
ち
が
健
康
で
安
全

な
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
学
校
教
育
施
設
の
整

備
充
実
を
図
る
た
め
、
上
郷
小

学
校
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま

す
。

国
際
化
に
対
応
す
る
人
材
育
成

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
姉
妹

都
市
交
流
を
軸
に
、
異
文
化
に

対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
る

場
を
提
供
し
、
英
語
力
の
強
化

と
国
際
意
識
・
感
覚
の
涵
養
を

推
進
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
環
境
の
充
実

　

年
間
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
活

動
を
助
長
す
る
と
と
も
に
、
町

民
プ
ー
ル
の
改
修
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
充
実
を
図
り
ま

す
。

姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
と
の
交

流
事
業
の
推
進

　

こ
れ
ま
で
育
ん
で
き
た
姉
妹

都
市
・
友
好
都
市
交
流
が
途
絶

え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
さ
ら

に
絆
を
深
め
、
よ
り
よ
い
友
好

関
係
の
構
築
を
目
指
し
て
推
進

し
ま
す
。

②
い
き
い
き
と
健
や
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健

指
導
事
業

　

昨
年
度
の
受
診
率
は
50
パ
ー

セ
ン
ト
で
し
た
が
、
最
終
目
標

の
65
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
指
し
て

受
診
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
血
糖
異
常
者
い
わ
ゆ

る
糖
尿
病
予
備
群
が
目
立
つ
結

果
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
糖
尿

病
予
防
対
策
を
は
じ
め
と
す
る

特
定
保
健
指
導
を
重
点
的
に
推

進
し
ま
す
。

心
の
健
康
づ
く
り
推
進

　

う
つ
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ

る
心
の
病
気
が
増
え
て
い
る
現

状
に
あ
る
た
め
、
心
の
相
談
機

関
等
と
の
連
携
を
図
り
、
知
識

の
普
及
や
ス
ト
レ
ス
対
処
行
動

の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

若
年
者
生
活
習
慣
病
予
防
事
業

　

平
成
９
年
度
か
ら
実
施
し
、

児
童
生
徒
の
食
生
活
改
善
が
見

ら
れ
効
果
を
上
げ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
充
実
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
か
ら
学
童
期

ま
で
一
貫
し
た
食
生
活
改
善
等

の
健
康
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業

　

町
民
み
な
さ
ん
の
心
身
の
健

康
の
保
持
や
生
活
の
安
定
の
た

め
に
必
要
な
援
助
を
行
い
、
保

健
医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増

進
を
包
括
的
に
支
援
す
る
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
包
括

的
支
援
事
業
、
介
護
予
防
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

町
立
田
子
診
療
所
及
び
老
健
た

っ
こ
運
営
事
業

　

三
戸
中
央
病
院
と
の
医
療
連

携
に
よ
る
入
院
治
療
や
救
急
医

療
の
確
保
、
病
気
等
に
関
す
る

相
談
窓
口
で
あ
る
24
時
間
体
制

の
訪
問
看
護
事
業
、
専
門
医
に

よ
る
整
形
外
科
、
皮
膚
科
、
泌

尿
器
科
及
び
小
児
科
の
診
療
を

実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
老
健
た
っ
こ
で
は
、

長
期
・
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
や

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
ま
す
。

障
害
者
福
祉
の
充
実

　

第
２
期
障
害
者
福
祉
計
画
に

基
づ
き
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
理
念
の
も
と
障
害
者
の

方
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
な
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

町
立
保
育
園
民
営
化
の
推
進

　

昨
年
度
策
定
し
た
田
子
町
立

保
育
園
民
営
化
基
本
方
針
に
基

づ
き
、
民
営
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
、
優
良

な
事
業
者
の
参
入
を
促
進
し
ま

す
。③

活
気
と
独
創
性
に
あ

ふ
れ
る
「
田
子
」
の
産

業
を
め
ざ
し
て

緊
急
雇
用
対
策
の
実
施

　

非
正
規
労
働
者
や
中
高
年
の

方
々
な
ど
の
一
時
的
な
雇
用
の

確
保
や
就
業
機
会
を
創
出
す
る

た
め
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
及

び
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交

付
金
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
を
守
り
育
て
る

　
「
た
っ
こ
に
ん
に
く
産
地
力

強
化
戦
略
」
に
基
づ
き
、
生
産

か
ら
流
通
・
販
売
ま
で
を
結
び

つ
け
生
産
者
の
収
益
性
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
基
本
に
、
消
費

者
が
求
め
る
安
全
・
安
心
で
良

質
な
に
ん
に
く
生
産
と
売
り
込

み
・
宣
伝
体
制
の
強
化
に
努
め

ま
す
。



4今月の話題

担
い
手
の
育
成
支
援

　

足
腰
の
強
い
自
立
し
た
農
業

経
営
体
を
育
成
し
産
地
間
競

争
・
国
際
競
争
に
負
け
な
い
農

業
を
目
指
す
た
め
、
引
き
続
き

認
定
農
業
者
を
中
心
と
す
る
担

い
手
や
法
人
化
を
目
指
す
集
落

営
農
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

葉
た
ば
こ
振
興
対
策

　

葉
た
ば
こ
の
立
枯
病
の
防
除

対
策
を
支
援
し
、
生
産
者
の
生

産
意
欲
の
向
上
と
販
売
価
格
の

安
定
化
を
促
進
し
ま
す
。

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対

策
事
業

　

平
成
19
年
度
か
ら
の
５
カ
年

の
継
続
事
業
で
、
環
境
に
や
さ

し
い
農
業
へ
の
支
援
と
し
て
環

境
保
全
型
農
業
の
推
進
の
た
め

に
地
域
で
の
共
同
活
動
に
取
り

組
む
活
動
組
織
を
支
援
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

　

天
間
屋
敷
線
、
池
振
川
向
線

流
末
排
水
事
業
が
平
成
20
年
度

か
ら
の
継
続
工
事
に
よ
り
完
了

す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
道
保
全
対
策
事
業

　

通
行
車
両
の
大
型
化
や
交
通

量
の
増
加
に
よ
り
、
農
道
と
し

て
整
備
し
た
路
面
の
劣
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、
清
水
頭
長
坂

線
、
長
坂
丹
内
線
の
路
面
改
良

を
実
施
し
ま
す
。

④
安
全
で
快
適
な
生
活

環
境
と
豊
か
な
自
然
を

次
世
代
へ

県
境
産
業
廃
棄
物
不
法
投
棄
対

策
　

昨
年
度
か
ら
本
格
的
な
撤
去

作
業
が
開
始
さ
れ
、
廃
棄
物
の

処
理
施
設
が
確
保
さ
れ
た
中

で
、
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
一
連

の
対
策
が
円
滑
に
推
進
さ
れ
る

よ
う
青
森
・
岩
手
両
県
の
実
施

す
る
事
業
に
連
携
、
協
力
し
て

い
き
ま
す
。

国
・
県
道
事
業
の
推
進

　

国
道
１
０
４
号
に
つ
い
て
は

下
田
子
地
区
及
び
石
亀
地
区
の

交
通
安
全
対
策
事
業
、
県
道
関

係
で
は
南
部
田
子
線
改
良
事
業

計
画
さ
れ
て
お
り
、
関
係
機
関

に
早
期
完
成
の
要
望
を
す
る
と

と
も
に
事
業
推
進
の
た
め
の
支

援
を
し
ま
す
。

河
川
・
砂
防
事
業
の
推
進

　

相
米
川
河
川
改
修
事
業
、
茂

市
沢
・
遠
瀬
沢
・
第
一
北
遠
瀬

沢
砂
防
事
業
、道
前
沢
流
路
工
、

七
日
市
地
区
・
遠
瀬
第
一
号
急

傾
斜
地
対
策
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業

　

利
用
者
の
利
便
性
を
確
保
す

る
た
め
、
サ
ン
モ
ー
ル
待
合
所

の
整
備
や
今
後
の
住
民
ニ
ー
ズ

を
反
映
し
た
バ
ス
運
行
を
目
的

に
全
町
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
す
。

交
通
安
全
対
策

　

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
２
２
９



　
5 今月の話題・トピックス

ト
ピ
ッ
ク
ス

「
に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
出
版
さ

れ
る

　

田
子
町
の
新
田
地
区
が
「
に

ほ
ん
の
里
１
０
０
選
」
に
選
ば

れ
た
こ
と
が
１
月
６
日
付
の
朝

日
新
聞
の
紙
面
で
発
表
さ
れ
ま

し
た
が
、
４
月
10
日
、「
に
ほ

ん
の
里
１
０
０
選
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
と
し
て
１
冊
の
本
に
ま
と

め
ら
れ
、
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
に
ほ
ん
の
里
１
０
０
選
」

と
は
、
２
０
０
８
年
１
月
か
ら

３
月
に
候
補
地
を
募
集
し
、
４

４
７
４
件
の
応
募
の
中
か
ら
、

応
募
者
の
推
薦
の
言
葉
や
現
地

に
詳
し
い
研
究
者
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、

自
治
体
関
係
者
な
ど
の
意
見
を

０
日
を
目
指
し
、
町
民
、
関
係

機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
た
交

通
安
全
教
育
の
充
実
と
広
報
啓

発
活
動
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

廃
棄
物
処
理
対
策

　

廃
棄
物
の
資
源
化
や
減
量
化

を
図
る
た
め
、
廃
棄
物
減
量
等

推
進
員
の
活
動
を
推
進
し
、
三

戸
地
区
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の

再
生
資
源
ゴ
ミ
集
団
回
収
報
奨

金
制
度
の
利
用
促
進
に
努
め
ま

す
。

上
水
道
施
設
整
備
事
業

　

椛
山
水
系
の
老
朽
管
更
新
事

業
を
実
施
し
、
安
全
な
水
道
水

の
安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

⑤
住
民
と
行
政
で
進
め

る
協
働
の
ま
ち
へ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

自
治
会
や
各
種
団
体
と
の
懇

談
を
一
層
深
め
、
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
理
念
の
浸
透
及

び
行
政
内
部
の
推
進
体
制
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

地
域
の
特
性
を
反
映
さ
せ
た

基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
関
係
機
関
等
と
の

連
携
を
深
め
意
識
啓
発
の
高
揚

を
図
り
ま
す
。

町
税
の
徴
収
率
向
上

　

税
源
移
譲
に
よ
り
歳
入
に
占

め
る
町
税
収
入
の
割
合
が
高
ま

っ
て
お
り
、徴
収
体
制
の
強
化
、

納
税
貯
蓄
組
合
に
よ
る
納
税
意

識
の
普
及
啓
発
活
動
の
推
進
、

県
等
と
の
連
携
を
図
り
、
滞
納

整
理
及
び
滞
納
処
分
の
推
進
と

徴
収
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

行
政
改
革
の
着
実
な
推
進

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る

経
費
節
減
等
の
財
政
効
果
を
見

る
と
、
平
成
19
年
度
末
の
達
成

率
は
95
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
計
画
を
達
成
で
き
る

よ
う
推
進
し
ま
す
。

地
域
情
報
化
対
策

　

町
内
全
世
帯
及
び
公
共
施
設

等
を
対
象
に
現
在
の
同
軸
ケ
ー

ブ
ル
を
全
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ

ー
ブ
ル
に
張
り
替
え
、
情
報
通

信
の
基
盤
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
整
備
し
た
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
し
、
全
世
帯

を
対
象
に
防
災
緊
急
告
知
端
末

を
設
置
し
て
安
心
・
安
全
な
暮

ら
し
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し

ま
す
。

参
考
に
、
朝
日
新
聞
社
と
森
林

文
化
協
会
が
、
人
々
の
暮
ら
し

に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
き
た
、
す

こ
や
か
で
美
し
い
里
を
１
０
０

カ
所
選
ん
だ
も
の
で
す
。

し
な
い
！ 

さ
せ
な
い
！

不
法
投
棄

　

４
月
20
日
、
田
子
町
建
設
業

協
会
が
、
町
道
居
ヶ
内
線
及
び

宮
沢
線
の
不
法
投
棄
撤
去
作
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

同
協
会
で
は
毎
年
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
奉
仕
作
業
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
日
も
11
社
か
ら
23

名
が
参
加
し
、
道
路
脇
の
空
き

缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ほ
か
、

廃
タ
イ
ヤ
・
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫

な
ど
の
粗
大
ご
み
も
撤
去
さ

れ
、
そ
の
撤
去
量
は
約
４
ト
ン

で
し
た
。

毎年奉仕作業を行う町建設業協会

●主な建設事業（単位：千円、百万円未満は切り捨て）

事業名 金額

町道新設改良事業
（みろく線） 50,000

中山間地域総合整備事業
（県営事業・負担金含む） 16,000

急傾斜地対策事業
（県営事業・負担金含む） 7,000

町有林一般単独事業 6,000

合併処理消化槽設置事業 3,000

農道保全対策事業
（県営事業・負担金含む） 3,000

開発センター改修事業 3,000

地域情報通信基盤整備事業
（繰越事業） 807,000

地域活性化・生活対策臨時交付
金事業（繰越事業） 103,000

出版：清水弘文堂書房
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（
日
）
の
２
日
間
、
南
部
町
を

主
会
場
に
第
61
回
三
戸
郡
総
合

体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

三
戸
郡
総
合
体
育
大
会
開

催
（
南
部
町
主
会
場
）

　

６
月
13
日
（
土
）
か
ら
14
日

今
回
、
田
子
町
は
選
手
団
総
勢

２
０
０
名
15
種
目
に
参
加
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
大
会
は
、
６
町
村
の
町
村

対
抗
で
全
種
目
が
行
わ
れ
ま

す
。
前
回
大
会
は
、相
撲
競
技
、

弓
道
競
技
が
優
勝
し
、
総
合
で

４
位
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

は
さ
ら
に
優
勝
種
目
を
増
や

し
て
、
総
合
の
部
上
位
入
賞

を
目
指
し
ま
す
。
町
民
皆
様

の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

日
程
に
つ
い
て
は
、
上
表

の
と
お
り
で
す
。

トピックス・公民館情報

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
不
法
投

棄
撲
滅
へ
つ
な
が
る
よ
う
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
監
視
員
と
な

り
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
環
境
美

化
に
努
め
、
み
ど
り
豊
か
な
美

し
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

青
森
県
消
防
協
会
三
八
支

部
三
戸
地
区
消
防
団
連
合

観
閲
式

　

田
子
町
消
防
団
に
お
け
る
消

防
功
労
表
彰
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

１
．
青
森
県
知
事
表
彰

▽
永
年
勤
続
功
労
章

　

分
団
長　

田
沼
誠
一

　

副
分
団
長　

田
沼
義
行

　

部
長　

水
梨
博
充

　

部
長　

中
村
登

　

班
長　

小
笠
原
孝

　

班
長　

中
村
榮
幸

２
．
消
防
庁
長
官
表
彰

▽
永
年
勤
続
功
労
章

　

分
団
長　

日
向
八
倉
治

３
．
青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

▽
功
労
章

　

部
長　

中
村
幸
司

▽
勤
功
章

　

部
長　

佐
藤
敬
一

　

部
長　

内
條
都
雄

４
．
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

▽
精
績
章

　

副
分
団
長　

岩
間
義
和

▽
勤
続
章

　

部
長　

中
村
幸
司

５
．
青
森
県
消
防
協
会
三
八
支

部
長
表
彰

▽
紺
黄
竿
頭
綬

　

田
子
町
消
防
団
第
４
分
団

▽
顕
功
章

　

分
団
長　

中
平
周
治

　

副
分
団
長　

田
沼
義
行

　

副
分
団
長　

田
川
栄
造

▽
精
績
章

　

部
長　

佐
藤
富
雄

　

班
長　

西
村
武
彦

　

班
長　

藤
村
一
豊

　

班
長　

村
中
幸
一

　

班
長　

堀
川
和
雄

　

班
長　

福
士
維
久
子

６
．
青
森
県
消
防
協
会
三
八
支

部
三
戸
地
区
長
表
彰

▽
感
謝
状

　

前
田
子
町
消
防
団
副
団
長

　

高
舘
岩
夫

●
玉
落
し
競
技

小
型
消
防
ポ
ン
プ
の
部

▽
第
１
回　

第
１
位　

１
分
団

▽
第
２
回　

第
１
位　

５
分
団

　
　
　
　
　

第
２
位　

２
分
団

自
動
車
消
防
ポ
ン
プ
の
部

▽
第
１
回　

第
２
位　

５
分
団

▽
第
２
回　

第
１
位　

２
分
団

▽
第
５
回　

第
３
位　

１
分
団

競技種目
 １.陸上競技

 ２.バスケットボール

 ３.軟式野球

 ４.バレーボール
 ５.卓　球
 ６.ソフトテニス
 ７.相　撲
 ８.弓　道

 ９.柔　道

10.剣　道

11.サッカー

12.バドミントン
13.ボウリング
14.家庭婦人バレーボール

15.ゲートボール

16.グラウンド・ゴルフ

競技開始時刻
14日 午前10時
13日 午後２時
14日 午前９時30分
13日 午後２時
14日 午前９時30分
13日 午前９時
14日 午前９時
14日 午前９時
14日 午後１時
14日 午前10時30分

14日 午前９時

14日 午前10時
13日 午後２時
14日 午前９時
14日 午前９時
14日 午前９時
14日 午前９時

13日 午後２時

14日 午前９時30分

開催場所
八戸市南郷陸上競技場

南部町民体育館

南部町運動公園福地野球場

南部町名川中学校体育館
南部町南部中学校体育館
南部町名川中学校テニスコート（小雨決行）
県立名久井農業高校屋内相撲場
県立南郷高校弓道場 
南部町名川Ｂ＆Ｇ海洋センター
（トレーニングルーム）
南部町立向小学校体育館

南部町平運動公園

南部町名川Ｂ＆Ｇ海洋センター（アリーナ）
八戸市ゆりの木ボウル
南部町福地体育センター
南部町立中央公民館前グラウンド
（雨天時：屋内ゲートボール場すぱーく名川） 

南部町名川チェリリン村
（グラウンド・ゴルフ場）

グラウンド・ゴルフ競技 柔道競技



　
7 公民館情報・図書館情報

蔵
書
点
検
休
館
日
の
お
知

ら
せ

　

６
月
24
日
（
水
）
か
ら
６
月

28
日
（
日
）
は
図
書
館
蔵
書
点

検
（
棚
卸
し
）
の
た
め
休
館
日

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
（
図

書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
参
照
）。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ど
う

ぞ
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
休
館
日

が
続
く
た
め
、
６
月
は
１
人
８

冊
ま
で
貸
出
冊
数
を
増
や
し
ま

す
。
６
月
の
特
集
展
示
は
「
園

芸
・
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
本
」
で

す
。
ご
家
族
み
な
さ
ま
で
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
情
報

６
月
は
１
人
８
冊
ま
で
貸
出
し
ま
す

●哲学・処世術
▽私とは何か／池田晶子／104イ
▽働き方／稲盛和夫／159イ
●紀行
▽k.m.pの、南の島ぐるぐる。／
292ム

●家政・料理など
▽大不況の中で生き残る家計／
591オ

▽かんたん、おいしい米粉のお菓
子／596ク

▽初女さんのお料理／佐藤初女／
596サ

▽すっきり暮らすための収納アイ
ディア343／597ス

●農業・園芸
▽エゴマ／新特産シリーズ／617エ
●時代小説・ミステリー
▽闇の華たち／乙川優三郎／913オ
▽パラドックス13／東野圭吾／
913ヒ

▽名探偵の掟／東野圭吾／913ヒ
▽晋平の矢立／山本一力／913ヤ
●その他の小説
▽極北クレイマー／海堂尊／913
カ

▽くまちゃん／角田光代／913カ
▽つばさ／上巻／坂口理子／913
サ

▽ステップ／重松清／913シ
▽君が降る日／島本理生／913シ
▽パーフェクト・リタイヤ／藤堂
志津子／913ト

▽きのうの神さま／西川美和／
913ニ

▽プリンセス・トヨトミ／万城目
学／913マ

▽新・野性の証明／森村誠一／
913モ

▽れんげ荘／群ようこ／913ム
●エッセイ・随筆、日記
▽幸田文きもの帖／914コ
▽ももこの21世紀日記08／さく
らももこ／914サ

い
つ
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

公
民
館
講
座

●
さ
き
織
り
教
室

▽
と
き　

６
月
毎
週
月
曜
日
午

前
９
時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ　

上

郷
公
民
館
和
室
▽
申
込　

随
時

●
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

講
座

▽
と
き　

６
月
９
日
（
火
）
午

後
７
時
〜
９
時
（
予
定
）
▽
と

こ
ろ　

上
郷
公
民
館
研
修
室
▽

テ
ー
マ　

父
の
日
の
ア
レ
ン
ジ

▽
材
料
代
２
０
０
０
円
程
度
▽

持
ち
物　

花
ば
さ
み
、
カ
ッ
タ

ー
等
▽
申
込
期
限　

６
月
５
日

（
金
）

●
生
花
教
室

▽
と
き　

６
月
19
日
（
金
）
午

後
６
時
30
分
〜
▽
と
こ
ろ　

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
研
修
室

▽
受
講
料　

材
料
費
込
み
１
０

０
０
円
程
度
▽
申
込　

随
時

●
神
楽
講
座

▽
と
き　

６
月
12
・
26
日
（
金
）

午
後
７
時
〜
９
時
▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル
和
室
▽
対

象　

小
中
学
生
及
び
高
校
生

●
水
曜
わ
ん
ぱ
く
塾

▽
と
き　

６
月
24
日
（
水
）
午

後
３
時
30
分
〜
（
予
定
）
▽
と

こ
ろ　

上
郷
公
民
館
研
修
室

●
ヨ
ガ
講
座

▽
と
き　

６
月
18
日
（
木
）
午

後
７
時
〜
９
時
▽
と
こ
ろ　

中

央
公
民
館
和
室
▽
受
講
料　

６

０
０
円
▽
持
ち
物　

バ
ス
タ
オ

ル
、
タ
オ
ル
等
▽
申
込
み
前
日

ま
で
に
公
民
館
へ　

※
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

平成20年度図書館統計
　日曜開館を実施して１年が経ちました。昨年
度も多くのご利用ありがとうございました。
●利用登録者数1,107人（平成19年度からの累計）
　・田子町民　980人
　・他市町村から　127人
●入館者
　・小学生以下　3,476人（前年比-136）
　・中学生高校生　1,889人（前年比+271）
　・一般　6,921人（前年比-432）
　▽曜日別
　・最多ご利用曜日　水曜日（１日平均63人）
　・最少ご利用曜日　日曜日（　　〃　40人）
●貸出
　・児童書　9,947冊（前年比+167冊）
　・一般書　13,748冊（前年比+551冊）
　▽曜日別
　・最多ご利用曜日　土曜日（１日平均123冊）
　・最小ご利用曜日　日曜日（　　〃　71冊）
　▽月別
　・最多ご利用月　４月（１日平均134冊）
　・最小ご利用月　６月（　　〃　83冊）

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

　

田
子
町
立
図
書
館

☎
20
‐
７
２
２
１

６
月
の
図
書
館
行
事

▼
６
／
３
（
水
）
〜
６
／
21
（
日
）

１
人
８
冊
ま
で
貸
出

▼
６
／
13
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
遊
べ
る
折
り
紙
」
作
り

▼
６
／
24
（
水
）
〜
６
／
28
（
日
）

図
書
館
蔵
書
点
検
休
館
日

※
６
／
17
（
水
）

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
は
お
休
み

し
ま
す

日曜日は中学生・高校生
の利用が増加しました
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て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
役
場
総
務
課
地
域
情
報
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
１

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付

の
お
願
い

　

自
動
車
税
は
６
月
30
日（
火
）

の
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
自
動
車
税
は
こ
れ
ま
で
の

金
融
機
関
、
郵
便
局
の
ほ
か
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
当
県
税
部
で
は
、
納
付

者
の
皆
様
が
納
付
し
や
す
い
よ

う
に
６
月
24
日
（
水
）
か
ら
26

日
（
金
）
ま
で
、
29
日
（
月
）

及
び
30
日
（
火
）
は
午
後
８
時

ま
で
窓
口
時
間
の
延
長
を
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

納
税
通
知
書
に
は
車
検
の
際

に
必
要
な
納
税
証
明
書
が
つ
い

て
い
ま
す
。

　

自
動
車
税
を
納
付
し
た
と

き
、
領
収
ス
タ
ン
プ
の
押
印
を

受
け
ま
す
と
、
車
検
用
納
税
証

明
書
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま

す
。車
検
証
と
一
緒
に
保
管
し
、

車
検
の
際
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

問
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部
納

税
課
☎
０
１
７
８
‐
27
‐
５
１

１
１
（
内
線
２
０
５
〜
２
０
７
、

３
５
６
）

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

忘
れ
ず
に
現
況
届
を
！

　

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方

は
、
毎
年
６
月
中
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
届
は
、
毎
年
６
月
１
日

に
お
け
る
状
況
を
記
入
し
、
児

童
手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要

件
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

６
月
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願

い
ま
す
。

　

現
在
受
給
中
の
方
に
は
、
現

況
届
の
用
紙
が
送
付
さ
れ
ま
す

の
で
、
手
元
に
届
い
て
か
ら
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限　

６
月
26
日（
金
）

問
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９

母
子
家
庭
等
の
就
業
を
支

援
す
る
講
習
会
及
び
相
談

会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

母
子
家
庭
等
の
経
済
的
な
自

立
を
め
ざ
し
、
将
来
の
就
業
に

向
け
た
講
習
会
が
次
の
と
お
り

開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
母
子

家
庭
等
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

の
相
談
事
業
も
随
時
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
関
心
の
あ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
講
習
会

＊
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級

課
程
講
習
会
（
弘
前
市
、
八

戸
市
）

＊
パ
ソ
コ
ン
講
習
会（
弘
前
市
、

八
戸
市
、
五
所
川
原
市
、
十

和
田
市
、
三
沢
市
、
む
つ
市
）

＊
調
理
師
試
験
準
備
講
習
会

（
弘
前
市
、
八
戸
市
）

▼
募
集
期
間

　

６
月
８
日
〜
19
日

●
相
談
事
業

＊
就
業
相
談　

通
年

＊
法
律
相
談　

毎
月
第
３
火
曜

日
午
後
１
時
よ
り
要
予
約

＊
母
子
相
談　

通
年

（
相
談
事
業
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
電
話
相
談
可
）

問
財
団
法
人
青
森
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会　

青
森
市
中
央
３

丁
目
20
‐
30
県
民
福
祉
プ
ラ
ザ

３
階
☎
０
１
７
‐
７
３
５
‐
４

１
５
２
（
担
当　

三
浦
）

問
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９

第
51
回
水
道
週
間

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
お
い
し
い
ね　

こ
の
水
未

来
に　

い
つ
ま
で
も
」

▼
期
間　

６
月
１
日
（
月
）
〜

　

６
月
７
日
（
日
）

　

我
が
国
の
水
道
は
、
今
や
ほ

と
ん
ど
の
国
民
が
利
用
で
き
る

ま
で
に
普
及
し
て
お
り
、
健
康

で
文
化
的
な
国
民
生
活
や
様
々

な
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
必

要
不
可
欠
な
生
活
基
盤
施
設
と

し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
老
朽
化
し
つ
つ
あ
る

施
設
の
更
新
、
地
震
等
の
災
害

対
策
の
推
進
、
安
全
・
快
適
な

水
の
供
給
の
確
保
等
に
関
す
る

取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、

水
道
に
つ
い
て
更
に
国
民
の
理

解
を
深
め
、
も
っ
て
水
道
事
業

の
今
後
の
発
展
に
資
す
る
た
め

「
水
道
週
間
」
を
設
け
、
関
係

者
が
連
携
し
て
広
報
活
動
等
の

運
動
を
重
点
的
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　

田
子
町
水
道
事
業
で
も
、
安

全
で
良
質
な
水
を
提
供
す
る
た

め
、
施
設
の
整
備
・
老
朽
化
の

更
新
等
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

経
済
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
！

　
「
平
成
21
年
経
済
セ
ン
サ
ス

‐
基
礎
調
査
」
を
、
平
成
21
年

７
月
１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

①
経
済
セ
ン
サ
ス
と
は
…

　

事
業
所
や
企
業
の
経
済
活
動

の
状
態
を
調
査
し
、
す
べ
て
の

産
業
の
事
業
所
や
企
業
の
経
済

活
動
の
構
造
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
の
新
し
い
統
計
調
査
で

す
。

②
調
査
方
法
は
…

　

調
査
員
が
お
伺
い
し
て
調
査

票
を
配
布
す
る
方
法
、
ま
た
は

国
（
総
務
省
）、
県
も
し
く
は

町
か
ら
郵
送
等
に
よ
り
調
査
票

を
配
布
す
る
方
法
の
い
ず
れ
か

で
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
で
は
、
支
所
等
を

有
す
る
企
業
等
に
つ
い
て
は
、

本
社
な
ど
企
業
等
の
全
体
を
統

括
す
る
事
業
所
に
お
い
て
傘
下

の
支
所
等
に
つ
い
て
も
記
入
し

お
知
ら
せ
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総
務
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発

強
化
期
間　

６
月
１
日
〜
10
日

◎
ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
が
Ｉ

※

Ｃ
Ｔ
社
会
を
支
え
ま
す

　

電
波
は
み
ん

な
の
も
の
だ
か

ら
、
ル
ー
ル
を

守
っ
て
正
し
く

使
い
ま
し
ょ
う

▼
電
波
の
混
信
・
妨
害
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は

問
総
務
省
東
北
総
合
通
信
局
相

談
窓
口　

〒
９
８
０
‐
８
７
９
５
仙

台
市
青
葉
区
本
町
３
‐
２
‐
23

☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐
０
６
４
１

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/
soutsu/tohoku/

※
Ｉ
Ｃ
Ｔ
…
…Inform

ation 
a
n
d
 C
o
m
m
u
n
ic
a
tio
n 

Technology

の
略
。
情
報

通
信
技
術
。

交
通
事
故
で
困
っ
た
時
、

困
っ
た
人
の
ご
相
談
は
…

相
談
無
料

青
森
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
！

☎
０
１
７
‐
７
２
２
‐
１
０
２
５

▼
相
談
日　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時

〜
５
時
（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

除
く
）

◎
専
門
の
相
談
員
が
ご
相
談
に

応
じ
ま
す
。

◎
損
害
保
険
一
般
の
ご
相
談
も

受
付
し
ま
す
。

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
青
森
相

談
セ
ン
タ
ー　

青
森
市
橋
本
２

‐
19
‐
３
三
井
住
友
海
上
ビ
ル

６
階

　

弁
護
士
無
料
相
談
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
左
記
の
と
お
り

で
す

◎
青
森
相
談
セ
ン
タ
ー
受
付
と

な
り
ま
す
。

◎
毎
月
第
４
水
曜
日
午
後
１
時

〜
４
時　

予
約
制
・
要
面
談

※
弁
護
士
相
談
は
、
あ
ら
か
じ

め
前
日
ま
で
に
予
約
し
、
手
持

ち
の
資
料
等
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

裁
判
員
候
補
者
に
質
問
票

が
届
き
ま
す
！

☆
５
月
21
日
か
ら
裁
判
員
制
度

が
始
ま
り
ま
し
た

　

裁
判
員
裁
判
の
対
象
と
な
る

事
件
が
起
訴
さ
れ
、
裁
判
の
日

程
が
決
ま
っ
た
段
階
で
、
地
方

裁
判
所
は
、
昨
年
の
秋
に
作
成

し
た
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の
中

か
ら
、
そ
の
事
件
の
裁
判
員
候

補
者
を
く
じ
で
選
び
ま
す
。
く

じ
で
選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補
者

の
方
々
に
は
、
裁
判
員
を
選
ぶ

手
続
（
選
任
手
続
）
の
日
に
裁

判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
た
め

の
お
知
ら
せ
を
、
選
任
手
続
の

日
の
６
週
間
前
ま
で
に
お
送
り

し
ま
す
。
裁
判
員
候
補
者
の

方
々
に
は
、
あ
わ
せ
て
設
問
票

を
お
送
り
し
ま
す
。

☆
質
問
票
で
は
辞
退
を
申
し
出

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す

都道府県ごとの健康保険料率への移行
（協会けんぽからのお知らせ）
　全国健康保険協会が運営する健康保険（協会けんぽ）
の保険料については、現在、全国一律の保険料率（8.2
％）となっていますが、平成18年に健康保険法が改正さ
れ、平成21年９月までに都道府県ごとの保険料に移行す
ることとなっていました。
　今般、都道府県単位保険料率が以下のとおり定められ、
９月分の保険料（10月納付分）から適用されます。

北海道 ８.２６％
青森県 ８.２１％
岩手県 ８.１８％
宮城県 ８.１９％
秋田県 ８.２１％
山形県 ８.１８％
福島県 ８.２０％

※40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）は、これ
に全国一律の介護保険の保険料率（1.19％）が加わりますが、
この料率に変更はありません。

　都道府県単位保険料率においては、都道府県ごとに、
医療費に応じて、保険料率が現行よりも低くなったり、
高くなったりしますが、今後、いずれの都道府県におい
ても、疾病の予防などにより加入者の医療費が下がれば、
その分の保険料率を下げることが可能となる仕組みとな
っています。
　今後、都道府県ごとに、健康を増進し、疾病の予防を
推進していくことが、一層重要となります。協会けんぽ
においては、健診や保健指導などの予防事業などを進め
ていくこととしていますので、皆様のご理解、ご協力を
よろしくお願いいたします。

（参考）
◆都道府県ごとの保険料率の導入の背景
　従来の全国一律の保険料率のもとでは疾病の予防等の地域の取
り組みにより医療費が低くなっても、その地域の保険料率に反映
されないという問題点が指摘されていました。こうした中で、先
般の医療制度改革においては、政府管掌健康保険について、国保
や長寿医療制度と同様に、都道府県単位の財政運営を基本とする
改革が行われており、都道府県ごとの保険料率はこうした改革の
一環として導入されたものです。
◆年齢や所得の違いの調整
　都道府県ごとの保険料率の設定に際しては、地域間の医療費や
所得水準の違いがそのまま反映されるのではなく、相互扶助や連
帯の観点から、年齢構成の違いに伴う医療費の差や所得水準の違
いは都道府県間で相互に調整した上で、保険料率を設定すること
となっています。
◆激変緩和措置
　円滑な移行を図るため、平成２５年９月までは、都道府県間の
保険料率の差を小さくした上で、保険料率を設定することとなっ
ており、平成２１年度は実際の保険料率と全国平均の保険料率と
の差が１／１０に調整されています。

◎より詳しい内容は、全国健康保険協会のホームページ
（http://www.kyoukaikenpo.or.jp）に掲載しています。
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広
く
国
民
の
参
加
を
得
て
そ

の
良
識
を
裁
判
に
反
映
さ
せ
る

と
い
う
裁
判
員
制
度
の
趣
旨
か

ら
、
法
律
上
、
裁
判
員
に
な
る

こ
と
は
義
務
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
国
民
の
皆
様
の

ご
負
担
が
著
し
く
大
き
な
も
の

と
な
ら
な
い
よ
う
、
法
律
や
政

令
で
は
辞
退
を
申
し
出
る
こ
と

が
で
き
る
事
由
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

質
問
票
で
は
、
裁
判
が
行
わ

れ
る
日
程
を
前
提
に
、
裁
判
員

と
な
る
こ
と
を
辞
退
す
る
申
し

出
の
有
無
及
び
そ
の
事
情
な
ど

を
お
尋
ね
し
ま
す
。
質
問
票
に

記
載
さ
れ
た
内
容
か
ら
、
辞
退

事
由
に
当
た
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
事
前

に
辞
退
を
認
め
、
選
任
手
続
の

た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
裁
判
所
ま
で

お
越
し
い
た
だ
か
な
く
て
も
よ

い
よ
う
に
し
ま
す
。で
す
か
ら
、

辞
退
を
希
望
さ
れ
る
場
合
に

は
、
そ
の
理
由
と
な
る
事
情
を

で
き
る
だ
け
具
体
的
に
ご
記
入

く
だ
さ
い
。

　

事
前
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
た

裁
判
員
候
補
者
以
外
の
方
は
選

任
手
続
の
日
に
裁
判
所
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
そ
の
方
々
の
中

か
ら
最
終
的
に
く
じ
で
６
人
の

裁
判
員
が
選
ば
れ
ま
す
。

◎
裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

免
許
試
験
手
数
料
値
下
げ

　

国
の
政
令
（
労
働
安
全
衛
生

法
関
係
手
数
料
令
）
が
４
月
１

日
付
け
で
改
正
さ
れ
、
免
許

（
学
科
）
試
験
手
数
料
が
次
の

よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
６
月
１
日
以
降
に

実
施
さ
れ
る
免
許
試
験
の
う
ち

「
学
科
試
験
」
の
手
数
料
は
７

０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
の
政
令
（
労
働

安
全
衛
生
法
関
係
手
数
料
令
）

に
よ
り
、
４
月
１
日
〜
５
月
31

日
の
間
に
学
科
試
験
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
額

の
８
３
０
０
円
が
必
要
で
す
。

◎
５
月
31
日
以
前
に
学
科
試
験

を
受
け
る
場
合
は

　

学
科
試
験
手
数
料

　
　
　
　

８
３
０
０
円

◎
６
月
１
日
以
降
に
学
科
試
験

を
受
け
る
場
合
は

　

学
科
試
験
手
数
料

　
　
　
　

７
０
０
０
円

※
受
験
申
請
時
に
次
の
点
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

　

実
技
試
験
、
労
働
安
全
・
労

働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試

験
、
作
業
環
境
測
定
士
試
験
の

試
験
手
数
料
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
で
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
お
近
く
の
労
働
局
、
労
働

基
準
監
督
署
、
安
全
衛
生
技
術

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

㈶
安
全
衛
生
技
術
試
験
協
会

第
30
回
青
少
年
国
際
交
流

キ
ャ
ン
プ
参
加
者
募
集

独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年

教
育
振
興
機
構　

子
ど
も
ゆ

め
基
金
助
成
事
業

　

富
士
山
麓
の
キ
ャ
ン
プ
場

で
、
全
国
か
ら
集
ま
る
日
本
人

青
少
年
と
外
国
人
青
少
年
が
活

動
・
生
活
を
共
に
し
、
国
際
感

覚
を
身
に
つ
け
、
言
葉
を
越
え

た
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

▼
期
間　

７
月
30
日
〜
８
月
３

日
（
４
泊
５
日
）

▼
場
所　

山
梨
県
山
中
湖
村
営

キ
ャ
ン
プ
場

▼
定
員　

日
本
人
１
１
０
名
、

外
国
人
40
名
（
小
学
４
年
生
〜

中
学
３
年
生
）

▼
内
容　

富
士
登
山
、
ワ
イ
ド

ゲ
ー
ム
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

野
外
炊
飯
、
ア
ン
ダ
ー
ス
タ
ー

ス
リ
ー
ピ
ン
グ
な
ど

▼
締
切　

７
月
４
日

▼
資
料
請
求

問
文
部
科
学
省
所
管
㈶
国

際
青
少
年
研
修
会　

〒
１
６

０
‐
０
０
０
４
東
京
都
新
宿
区

四
谷
２
‐
11
大
村
ビ
ル
３

階
（
担
当　

高
田
、
藤
岡
）

☎
０
３
‐
３
３
５
９
‐
８

４
２
１

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

info@
kskk.or.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

損
害
損
保
に
関
す
る

講
師
派
遣
活
動
概
要

　

損
害
保
険
の
こ
と
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
す
る
講

師
を
派
遣
い
た
し
ま
す
。

　

講
演
テ
ー
マ
は
、
損
害

保
険
に
関
す
る
こ
と
で
あ

れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
テ
ー

マ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
例　

身
の
回
り
の
危
険
（
交

通
事
故
、
火
災
、
ケ
ガ
な
ど
）

と
損
害
保
険
、
自
然
災
害
と

損
害
保
険
、
交
通
事
故
と
そ

の
責
任
、
上
手
な
損
害
保
険

の
入
り
方

　

講
師
の
講
演
料
・
交
通
費
は
、

全
て
当
協
会
が
負
担
い
た
し
ま ●平成21年県内の交通事故概況

飲酒運転による死者

高齢者の死者
（65歳以上の人）

自動車乗車中の死者

非着用死者

着用していれば助かった
と思われる人

０人
（－３）
８人
（＋１）
３人
（－３）
０人
（－４）
０人
（－２）

死
者
の
状
態

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

※（　）内は対前年比です。また、速報値のため後日変更することがあります。

青森県交通対策協議会　平成21年４月30日現在

 ４月中 ４月末累計

 426件 1889件
 （＋10） （－195）

 １人 13人
 （－４） （－４）

 536人 2383人
 （＋21） （－231）

発
生

死
者

傷
者

す
。

　

会
場
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主

催
者
側
で
ご
手
配
願
い
ま
す
。

問
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協

会
東
北
支
部　

宮
城
県
仙
台
市

青
葉
区
一
番
町
１
‐
３
‐
１
ニ

ッ
セ
イ
仙
台
ビ
ル
３
Ｆ
☎
０
２

２
‐
２
２
１
‐
６
４
６
６　

０

２
２
‐
２
２
１
‐
７
３
８
１
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■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
警
察
官
Ａ
募
集
の
お
知
ら
せ

　

警
察
官
（
大
卒
）
を
募
集
し

ま
す
！

【
受
験
で
き
る
年
齢
を
３
歳
引

き
上
げ
ま
し
た
】

▼
受
付
期
間

　

６
月
１
日
〜
６
月
26
日

▼
第
一
次
試
験

　

７
月
12
日

▼
試
験
会
場

　

青
森
市

▼
受
験
資
格

　

昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
者
で
、
大
学
を
卒
業

し
た
者
ま
た
は
平
成
22
年
３
月

31
日
ま
で
に
大
学
卒
業
見
込
み

の
者

▼
採
用
予
定
人
員

　

昨
年
の
採
用
人
員
は
71
名
で

し
た
。
今
年
の
採
用
人
員
は
発

表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

●
交
通
事
故
に
注
意
！

　

暖
か
く
な
り
、
県
内
で
は
歩

行
者
と
衝
突
す
る
事
故
や
暴
走

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
ラ
イ
ト
の
早

め
点
灯
に
心
が
け
、
ス
ピ
ー
ド

は
控
え
め
に
し
て
、
安
全
運
転

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

６
月
７
日
（
日
）
か
ら
13
日

（
土
）
ま
で
の
１
週
間
、『
安
全

は　

意
識
と
知
識
と　

心
掛

け
』
を
標
語
に
危
険
物
安
全
週

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
危
険
物
」
と
は
一
般
家
庭

で
ス
ト
ー
ブ
の
燃
料
と
す
る
灯

油
、
自
動
車
や
農
業
用
機
械
の

燃
料
と
な
る
ガ
ソ
リ
ン
及
び
軽

油
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
使
用
を
誤
る
と
火

災
や
重
大
な
事
故
に
つ
な
が
り

ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
油
の
入
っ

た
容
器
の
周
囲
に
は
燃
え
る
物

を
放
置
し
な
い
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や
油
の
入
っ

た
容
器
が
サ
ビ
た
り
、
漏
れ
た

り
し
て
い
な
い
か
確
認
す
る
。

○
燃
料
を
補
給
す
る
と
き
は
燃

え
る
物
の
近
く
で
や
ら
な
い
。

　
「
危
険
物
安
全
週
間
」
を
期

に
危
険
物
に
つ
い
て
認
識
し
、

快
適
で
便
利
な
生
活
を
し
ま
し

ょ
う
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

雉
鳴
く
や
農
家
は
ど
こ
も
嫁
不
足 

簗
田
翠
芳
（
孝
芳
）

こ
む
ず
か
る
牛
の
尻
押
す
厩
出
し 

佐
藤
せ
い
じ
（
清
治
）

風
音
に
振
り
向
け
ば
木
々
芽
吹
き
け
り 

中
村
麿
也
（
忠
充
）

ふ
る
さ
と
の
山
に
白
無
垢
花
こ
ぶ
し 

原　

瓢
子
（
徳
造
）

あ
た
た
か
や
行
き
先
決
め
ず
家
を
出
る 

田
畑
幸
栄

ひ
こ
ば
え
や
童
子
童
女
の
声
聞
ゆ 

堀
つ
や
子

春
眠
し
土
偶
も
眼（
ま
な
こ
）閉
じ
し
ま
ま 

森
き
よ
し
（
清
）

み
ち
の
く
の
球
児
す
く
す
く
草
萌
ゆ
る 

柳　

青
郷
（
政
司
）

苗
木
植
う
土
着
の
心
受
け
継
ぎ
て 

原　

秋
月
（
菊
次
郎
）

息
災
の
膝
寄
せ
合
っ
て
花
見
酒 

佐
藤
桂
水
（
善
太
郎
）

タプコピアン文芸
みろく吟社俳句会（会長　原菊次郎）

俳
句

日
本
遺
族
会
か
ら

　

㈶
日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善

事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か

ら
委
託
・
補
助
を
受
け
実
施
し

て
お
り
、
先
の
大
戦
で
父
等
を

亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た

旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住

民
と
友
好
親
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、
賛
助
金
と
し
て
一

律
10
万
円
（
沖
縄
は
５
万
円
）。

本
年
度
は
、
下
記
の
16
地
域
に

つ
い
て
実
施
予
定
で
す
。

　

日
程
等
の
詳
細
及
び
申
し
込

み
に
つ
い
て
は
、
社
団
法
人
青

森
遺
族
連
合
会
事
務
局
（
☎
０

１
７
‐
７
２
２
‐
４
８
１
９
）

ま
で
。

▼
実
施
地
域

①
旧
満
州
②
旧
ソ
連
③
西
部
ニ

ュ
ー
ギ
ニ
ア
④
マ
リ
ア
ナ
諸
島

⑤
中
国
⑥
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

⑦
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
⑧

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
⑨
パ
ラ
オ
諸
島

⑩
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
⑪
フ
ィ
リ
ピ

ン
⑫
ミ
ャ
ン
マ
ー
⑬
沖
縄
⑭
台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡
⑮
マ
ー
シ
ャ

ル
諸
島
⑯
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

※
今
月
号
の
「
田
子
町
誌
ア
ラ

カ
ル
ト
」
は
、
紙
面
の
都
合
に

よ
り
休
載
い
た
し
ま
す
。
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●6月1日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月3日（水）
　こども健診
　（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●6月5日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
●6月8日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月10日（水）
　個別接種
　（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
●6月11日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●6月12日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30

　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●6月15日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月17日（水）
　乳児健診
　（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●6月19日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●6月22日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●6月24日（水）
　ポリオ
　（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
●6月25日（木）
　デイケア
　（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●6月26日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●6月29日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00

　

４
月
７
日
、
田
子
中
学
校
で

は
平
成
21
年
度
の
入
学
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
新
入
生

は
全
部
で
64
名
。
そ
の
日
、
真

新
し
い
制
服
に
身
を
包
ん
だ
新

入
生
は
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
て
登
校
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
学
級
担
任
の
先
生

か
ら
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば

れ
、
そ
れ
に
対
し
て
大
き
な
声

で
「
は
い
！
」
と
立
派
な
返
事

を
返
し
ま
し
た
。
佐
藤
俊
男
校

長
は
式
辞
の
中
で
、
充
実
し
た

中
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
心

得
と
し
て
、「
目
標
を
も
つ
こ

と
」「
良
い
友
達
を
つ
く
る
こ

と
」
の
２
つ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
入
生
代
表
の
上
郷

小
学
校
出
身
の
冨
樫
沙
織
さ
ん

が
、
中
学
校
生
活
の
抱
負
を

「
誓
い
の
言
葉
」
と
し
て
堂
々

と
発
表
し
ま
し
た
。

　

入
学
し
て
か
ら
約
１
カ
月
が

過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
現
在
、

１
年
生
は
、
本
校
で
一
番
元
気

が
良
く
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
中

学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

だ
ん
だ
ん
に
中
学
校
の
リ
ズ
ム

に
も
慣
れ
、
部
活
動
へ
の
所
属

も
決
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
１
年
生

を
加
え
て
全
校
生
徒
数
は
１
９

０
名
。
平
成
21
年
度
の
田
子
中

学
校
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

学
校
の
話
題　

 

田
子
中
学
校

誕生
●石井篤

あつや

也（善昭・友美）／原
●平山結

ゆ な

菜（吉信・恵美）／野々上
●上平結

ゆいか

叶（貴之・里奈）／茂市
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●山市ひで（78歳）清水頭
●堰向アイ（83歳）北側
●清水田祐子（50歳）遠瀬
●岩間フヨ（83歳）関下
●林　かつ（71歳）杉本
●野端廣美（62歳）野面
●畠山倉治（71歳）雀ヶ平
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
21
年
４
月
30
日
現
在

世帯数／2301（＋７）
人口／6861（－10）
男／3321（－３）
女／3540（－７）

（　）内は前月比です

6月の主な保健・介護予防事業予定表

健康・介護に関する
ご相談はせせらぎの郷へ

☎20-7100
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